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資料：一般交通量調査（H9～H27）
交通量実測値（H26.9）▲ 大型車交通量の推移
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：現況2車線
H30.8プローブデータ
（上り・平日18時）
整備後4車線
規制速度

▲ 八木山バイパスの旅行速度の変化

H30.1.10
積雪時

約 7 時間通行止め
至 福岡市

至 行橋市
（篠栗IC付近）

【写真 ①】スタック車両の発生状況

至 福岡市

至 行橋市

H28.8.31
正面衝突事故

約 6 時間通行止め

（穂波西IC付近）

【写真 ②】正面衝突事故の発生状況

《位置図》

福岡県

佐賀県

大分県

宮崎県

熊本県

長崎県

八木山バイパス
や き やま

《整備効果》

事業区間：福岡県糟屋郡篠栗町篠栗

～飯塚市弁分

延 長：１３．３ｋｍ

全体事業費：３６０億円

Ｒ３補正：４．０億円

ふくおか かすや ぐん ささぐり まち ささぐり

《諸元等》

いいづか べんぶん

規制時間 件数 割合

～1時間 5 12%

1～3時間 24 59%

3～5時間 7 17%

5時間～ 2 5%

不 明 3 7%

合 計 41 100%

八木山バイパス
通行規制の
発生状況

（H27～H29（3年間））

▲

資料：国土交通省資料

■ 国道２０１号八木山バイパスは、福岡都市圏と筑豊地域を結ぶ国道２０１号の２車線区間を４車線化することにより、

交通ボトルネックを解消し、信頼性の高いネットワークを構築するとともに、対面通行区間を解消し、安全・安心の

確保を目的とする４車線拡幅事業。

■ 災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、国道２０１号八木山

バイパスの改良工事、橋梁下部工事、橋梁床版工事を実施することで、篠栗ＩＣ～筑穂ＩＣ間の令和６年度の開通、

筑穂ＩＣ～穂波東ＩＣ間の令和１１年度の開通を確実にし、道路ネットワークの機能強化を推進。

国道２０１号 八木山バイパス【直轄】 道路－１

や き やま ふく おか ちく ほう

や き やま

《路線位置図》

筑穂
トンネル

九郎原
トンネル

ちく ほ

く ろう ばる

や き やまふく おか ひがし いい づか しょう ない た がわ

筑穂IC
ちく ほ

写真 ①
写真 ②

延長5.6km
R6年度開通予定

延長7.7km
R11年度開通予定

凡 例

防災課題箇所
（道路法面

・盛土等）

ささ ぐり ちく ほ

や き やま

ちく ほ ほ なみひがし

【防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保】



■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を図ることで、災害時における緊急輸送道路の確保並びに安全で快適な通行空間の確保を

図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

福岡２０９号 電線共同溝【直轄】 道路－２

○国道209号 羽犬塚地区電線共同溝

《諸元等》

事業区間 ：福岡県筑後市山ノ井

～福岡県筑後市熊野

整備延長 ：３．３ｋｍ（両側）

全体事業費：約４４億円

Ｒ３補正 ：２．５億円
羽犬塚地区電線共同溝

《位置図》

《路線位置図》

国道２０９号
羽犬塚地区電線共同溝

ＪＲ羽犬塚駅

至：大牟田市至：大牟田市

写真

ふ く お か

は い ぬ づ か

筑後市役所

《現地状況》

至：大牟田市

○整備の必要性

道路の地下空間を活用して電力
線、通信線等をまとめて収容

○電線共同溝とは

※工事着手前

至：久留米市

整備
済

整備済

整備中

凡 例

〇道路上の電柱は、災害時の倒壊により道路を閉塞させるおそれが
有るほか、歩行者等の通行や良好な都市景観の形成の妨げとなる

＜電柱の倒壊による道路閉塞の事例＞ ＜飛来物による電柱倒壊の事例＞ ＜歩行の支障となる電柱の事例＞

や ま の い

442

209
八女IC

ち く ご

ふ く お か ち く ご く ま の

至：久留米市

【防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保】



■主要地方道鳥栖朝倉線は、佐賀県鳥栖市を起点とし、福岡県小郡市を経て、福岡県朝倉市に至る延長２３ｋｍの

広域的な幹線道路。当該区間は、国道３号と主要地方道久留米小郡線を結ぶ道路であり、味坂スマートＩＣ(仮称)

へのアクセス機能を有する道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、九州縦貫自動車道

の味坂スマートＩＣ(仮称)へのアクセス道路である主要地方道鳥栖朝倉線の改良工事、橋梁上部工事を実施すること

で令和５年度の開通を確実にし、道路ネットワークの機能強化を推進。

（主） 鳥栖朝倉線（味坂SIC（仮称）工区）【補助】 道路－３

《位置図》 《諸元等》

○事 業 区 間：佐賀県鳥栖市酒井西町

～福岡県小郡市福童

○延 長：１．６ｋｍ

○全体事業費 ： １２２億円

○Ｒ ３ 補 正：１４.３億円

（うち福岡県9.5億円，佐賀県4.8億円）

と す さか い にしまち

ふくどう

と す あ じ さ か

と す あさ くら と す お ごおり あ さ く ら

く る め あじさか

あじ さか と す

《現地状況写真》

▲ 佐賀県側 工事状況

至 鳥栖市街

至 小郡市

鳥栖市道
飯田水屋線

九州縦貫自動車道
写真①

▲ 国道３号混雑状況

国道３号は、慢性的な
交通渋滞が発生

写真②

○第１次緊急輸送道路である九州縦貫自動車道への連結により、緊急輸送
道路ネットワーク機能が強化され、迅速な救援・救助、復旧・供給活動を支援

○物流の効率化により、地域産業の生産性の向上や企業誘致を促進

《整備効果》

6 

2 

0
1
2
3
4
5
6
7

⇒鳥栖IC ⇒味坂SIC(仮称)

４分短縮

鳥栖商工団地から最寄ICへの所要時間

所
要
時
間
（
分
）

▲ 鳥栖商工団地での仕分け状況

※平成28年4月の熊本地震時には支援物資
の集積地として被災地への供給を実施

《平面図》

佐賀県：延長1.0km 福岡県：延長0.6km

鳥栖商工団地

事 業 中

凡 例

写真撮影箇所
及び撮影方向

①

Ｎ （主）鳥栖朝倉線 味坂ＳＩＣ（仮称）工区 延長1.6km

①

【防災・減災、国土強靭化の推進など安全・安心の確保】

お ごおり

あ さ く ら

あ さ く ら

お ごおり

(主）鳥栖朝倉線
（味坂SIC（仮称）工区）

福岡県

佐賀県

②

至 久留米市至 佐賀市

至 小郡市

R5年度
開通予定



道路－４国道２０８号 大川佐賀道路【直轄】
お お か わ さ が

凡 例
有明海沿岸道路

開通区間
事業中区間
直轄国道
補助国道
企業等の進出状況※

《路線位置図》

■大川佐賀道路は、重要港湾三池港、九州佐賀国際空港などの広域交通拠点及び有明海沿岸の都市群を連携する

高規格道路「有明海沿岸道路」の一部を構成する道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、国道２０８号大川佐賀道路

の(仮称)諸富IC～(仮称)川副IC間における改良工事及び、(仮称)諸富IC～(仮称)佐賀ＪＣＴ間における用地買収を実施すること

で、道路ネットワークの機能強化を推進。

お お か わ さ が み い け きゅうしゅう さ が あ り あ け か い え ん が ん

あ り あ け か い え ん が ん

《整備効果》
■当該道路の整備により、洪水浸水想定区域を回避する道路ネットワークを形成

も ろ ど み

【防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保】

洪水浸水想定区域

道路冠水箇所
(R2.7月豪雨時)

R2.7月豪雨時に
R208,R389等の

主要幹線道路が冠水

R2.7月豪雨時に
有明海沿岸道路は

通行可能
（代替路として機能）

■浸水時横断図（大野島IC）

浸水時も
通行可能

有明海

《位置図》

◆令和2年7月豪雨
国道208号 道路冠水状況(大牟田市旭町)

※令和2年7月豪雨写真:大牟田市HP(｢大牟田市令和2年7月豪雨災害検証委員会(第5回)｣会議資料)

大川佐賀道路

福岡県

佐賀県

《諸元等》

事 業 区 間 ： 福岡県大川市大野島～

佐賀県佐賀市嘉瀬町

延 長 ： ９．０ ｋｍ

全体事業費 ： ８９８億円
R  ３ 補 正 ： ９．７億円（福岡県0.0億円、佐賀県9.7億円）

お お か わ お お の し ま

さ が か せ ま ち

か わ そ え も ろ ど み さ が

お お か わ さ が

◆令和2年7月豪雨
国道389号 道路冠水状況(大牟田市三川町)

◆有明海沿岸道路沿線地域※の企業等の進出状況推移
5
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1

1

1

1
1

1

1 1

1
1

1 1
1

1
11

1

1

1

1

※有明海沿岸道路の開通
(H20年)以降に立地(進出)・
増設した企業等

※沿線地域：大牟田市,みやま市,柳川市,大川市

■今後期待される効果
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資料：沿線地域各市提供資料参考



厳木地区

佐賀県

■国道２０３号は、佐賀県唐津市を起点とし佐賀県佐賀市に至る全長約４０ｋｍの主要幹線道路であり、第一次緊急輸送道路に

指定。

■土砂災害等による道路の通行止めのリスクを解消するため、補正予算の充当により、国道２０３号唐津市厳木地区において、

落石防護柵工等の法面対策工事を実施することで、豪雨による土砂災害発生の防止を図る。

道路－５佐賀２０３号 維持管理（防災・減災対策）【直轄】

《諸元等》《位置図》 《平面図》

《現状》

《対策イメージ》

さ が か ら つ さ が さ が

か ら つ きゅうらぎ

対策箇所

事業区間 ：佐賀県唐津市

～佐賀県小城市

延 長 ：約３４ｋｍ

R ３ 補 正 ：１．０６億円

か ら つ

土砂流出状況転石状況

【防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保】

お ぎ



道路－６

《整備効果》

《平面図》

《現地状況写真》《位置図》 《諸元等》

■ 佐賀道路は、佐賀唐津道路の一部を構成し、国道２０８号の交通混雑の緩和や、交通安全の確保を図るとともに、災害発生時の救急

・救援物資の輸送機能の強化、医療施設への救急搬送時間の短縮などを目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、佐賀道路の改良工事を実施する

ことで、道路ネットワークの機能強化を推進。

さ が さ が から つ

さ が

○事 業 区 間 ：佐賀県 佐賀市 鍋島町 森田

～ 嘉瀬町 中原

○延 長： ４．２ｋｍ

○全体事業費 ： ３６８億円

○Ｒ ３ 補 正 ：１５．０億円

さ が なべしままち

か せ ま ち

も り た

なかばる

さ が

▲佐賀県防災航空センター
(令和3年3月開所)

航空輸送施設（指定）
九州佐賀国際空港、防災航空センター

各地から佐賀道路などを使って、人員・物資など

を防災センターに輸送し、防災ヘリコプターによ

り、孤立した被災地等への輸送が可能となる。

消防防災ヘリコプター
「かちどき」

（令和3年3月運行開始）

【防災・減災、国土強靭化の推進など安全・安心の確保】

国道２０８号 佐賀道路【補助】
さ が

佐賀県

佐賀道路

福岡県

長崎県

↑至 (仮)嘉瀬IC

↓至 (仮)佐賀JCT
▲ (仮)嘉瀬IC～(仮)佐賀JCT間の工事状況

【写真①】 ↖至 大川市

↓至 国道34号
▲ 現道(国道208号 八戸交差点)の混雑状況

【写真②】

写真撮影箇所
及び撮影方向

①

佐賀県医療センター
好生館

207
207

203

444

208
34

34

208

264

263

佐賀大学医学部
付属病院

出典：国土地理院ウェブサイト

開 通 区 間

事業中区間

調査中区間

凡例(地高)

444

〇第１次緊急輸送道路である九州横断自動車道長崎大分線と有明海沿岸道路

を連絡し、災害時の輸送機能を強化

〇災害時における航空輸送施設に指定されている九州佐賀国際空港や防災

航空センターへのアクセス性を強化し、迅速な救援・救助、復旧・供給

活動を支援

ありあけかいえんがんながさきおおいた

武雄北方IC

有明海沿岸道路

白石町

(佐賀県区間)

大川佐賀
道路

佐賀福富
道路

福富鹿島
道路

小城市

多
久
Ｉ
Ｃ

東
脊
振

Ｉ
Ｃ

九州佐賀
国際空港

鹿島市

大川市

柳川市

佐賀市

(仮)佐賀JCT

(仮)鍋島IC

佐
賀
大
和

Ｉ
Ｃ

Ｎ

国道208号
佐賀道路

凡　　例

開 通 区 間

事業中区間

調査中区間

②



■松浦佐々道路は、福岡市を起点として、唐津市・伊万里市・松浦市・佐世保市を経由し武雄市に至る

「西九州自動車道」の一部を構成し、九州北西部の地域経済活性化に貢献する道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、国道４９７号

松浦佐々道路の改良工事、橋梁下部工事、橋梁上部工事等を実施することで、道路ネットワークの機能強化を推進。

国道４９７号 松浦佐々道路【直轄】
道路－７

《位置図》

ま つ う ら さ ざ

ま つ う ら さ ざ

ま つ う ら さ ざ

ふ く お か か ら つ い ま り ま つ う ら さ せ ぼ た け お

西九州自動車道沿線で福岡からの来訪者が
約1．2倍に増加

※資料：RESAS（地域経済分析システム）の滞在人口データ（携帯電話の運用データに基づくデータ）

ダブルネットワークの構築

※西九州自動車道全線約150kmのうち
115km（約77％）が開通済み（R3.4.1 時点）

に し きゅう しゅう

《整備効果》

▲沿線市町の進出企業数推移（累積）

※資料：各市町提供資料及び各市町村ホームページ
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37

0
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20

30

40
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進出企業数 長崎県（松浦市・平戸市・佐世保市）

H20年以降で

37社進出

《路線位置図》

■当該道路の整備により、土砂災害危険区域を回避する道路ネットワークを形成
■今後期待される効果（観光振興の支援 、地域産業の支援）

事 業 区 間 ：長崎県松浦市志佐町

～北松浦郡佐々町沖田免

延 長 ： １９．１ｋｍ
全体事業費 ： ９０７億円
R  3 補 正 ：２４．２億円

《諸元等》

ま つ う ら し さ ちょう

き た ま つ う ら さ ざ ちょう お き た めん

【防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保】

起点側（平戸市側）

写真①

※長崎県より提供（R元.8.27 国道204号法面崩壊）

： 土砂災害危険区域

写真
①

平戸IC

5,695 6,322

980
1,504523

666
235

2457,433
8,737

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H26 H31

（人）

佐々町

松浦市

平戸市

佐世保市

北波多IC～南波多谷口IC開通、

山代久原IC～松浦IC開通

約1.1倍

約1.04倍

約1.3倍

約1.5倍

▲８月休日の福岡県からの来訪者推移
（佐世保市・平戸市・松浦市・佐々町）



事業箇所

■国道４９９号では慢性的な渋滞が発生していることから、重要港湾「長崎港」へのアクセス性向上と交通円滑化を

図るため、バイパスの整備を行うことにより、生産性向上を支援する物流ネットワークの確保を目的とした道路。

■迅速かつ円滑な物流・人流を確保するため、補正予算の充当により、主要地方道長崎南環状線の改良工事、橋梁

下部工事を推進することで、地方を支える産業等の生産性向上に寄与するミッシングリンクや空港・港湾など広域

交通拠点とのアクセス道路等の重点整備等を推進。

道路－８

《整備効果》《位置図》

（主）長崎南環状線（新戸町～江川町工区）【補助】
し ん と まち え がわ まち

○事 業 区 間 ： 長崎県長崎市新戸町～長崎市江川町

○延 長 ： ５.２ｋｍ

○全体事業費 ： ２５０億円

○R  3 補 正 ： ７．９億円

《諸元等》
・バイパスの整備により、新戸町ＩＣ～長崎港間の所要時間が
約６分短縮されることで、県下有数の産業都市である諫早市と
長崎港とのアクセスが向上するとともに、定時性が確保される。

・並行する国道４９９号に集中していた交通が分散されることで、
渋滞緩和が図られる。

長崎港 年次貨物量推移

出典：R1工業統計調査

諫早市 製造品出荷額推移 電子部品等出荷額ランキング

出典：R1工業統計調査

製造品のうち約6割が電子部品等
（約2,417億円）
※諫早市は全国第4位

諫早市の製造品出荷額は4,179億円
（R1工業統計）で県下有数の産業都市

諫早IC

《平面図》

【未来を切り拓く「新しい資本主義」の起動】

・輸出では産業機械が４１％を占める。
・輸入では背後地域の産業を支える品目が多い。
・長崎港で取り扱う物資の大半は、県内で生産

された製品、もしくは消費する資源

出典：R1港湾統計

なが さき みなみ かん じょう

し ん と まち いさ はや

県全体の23.5％を占める（R1実績）
長崎港

写真①

写真①

え がわまち

なが さき みなみ かんじょう

⇧至 長崎市街
















■国道２５１号矢上大橋は緊急輸送路である国道２５１号に位置する橋梁であり、１９８５年（橋齢３６年）の架橋

から老朽化が進み、早期に措置を講ずべき状態（判定区分Ⅲ）。

■矢上大橋は、支承部の腐食など劣化が著しく進行していることから、補正予算の充当により、支承取替え等の修繕

工事を推進することで、緊急輸送道路の機能強化や地域防災上の安全、安心の確保を図るとともに、予防保全型

メンテナンスへの早期転換を図る。

国道２５１号 矢上大橋（長崎県橋梁長寿命化修繕計画）【補助】
道路－９や が み

《代表箇所》

矢上大橋 （橋長：１８６ｍ）

１９８５年

Ⅲ（２０２０年度）

国道２５１号

長崎県長崎市

３．０億円

０．５億円

○ 事 業 箇 所 ：

○ 架 設 年 次 ：

〇 判 定 区 分 ：

○ 路 線 名 ：

○ 所 在 地 ：

〇全体事業費：

〇 Ｒ ３ 補 正 ：

《長寿命化修繕計画》 《位置図》

〇計画の名称

：長崎県橋梁長寿命化修繕計画

〇事業主体：長崎県

○R３補正 ：９．６億円

矢上大橋

佐賀県

長崎県

《事業箇所》

全景（写真①）

《平面図》《現状状況写真》 《対策イメージ》

支承の腐食 支承の取替

矢上大橋

や がみおおはし

【防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保】
お お は し

や がみおおはし

や がみおおはし



九州横断自動車道延岡線 嘉島JCT～矢部【直轄】 道路－１０

《位置図》 《諸元等》

事業区間：熊本県上益城郡嘉島町～

上益城郡山都町

延 長： ２３．０ｋｍ
全体事業費：１，００２億円
Ｒ３ 補 正： ２７．９億円

熊本県

九州横断自動車道 延岡線
嘉島JCT~矢部

か し ま や べの べ お か

くま もと か み ま し き か し ま ま ち

や ま と ち ょ うか み ま し き

かみ ましき み ふね まち のべ おか

《整備効果》

のべ おか く ま も と み や ざ き

■九州横断自動車道延岡線（九州中央自動車道）は、熊本県上益城郡御船町を起点とし宮崎県延岡市に至る

延長約９５ｋｍの高速自動車国道であり、九州における循環型高速ネットワークを形成し、九州全体の産業、経済、

文化の発展に資する道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、九州横断自動車道

延岡線嘉島JCT～矢部（山都中島西ＩＣ～(仮称)矢部ＩＣ間）において改良工事を実施することで、令和５年度の開通

を確実に道路ネットワークの機能強化を推進。

か しま や べ やま と なか しま にし や べ

異常気象時における
通行規制区間
延長13.9㎞

国道445号と218号が同時通
行止めの時迂回ルート
(H28.6.23 H28.7.3)

熊本地震で通行止め

▲写真
災害発生状況 国道445号 (平成28年4月熊本地震）

■熊本地震時における山都町から熊本市への移動ルート

■国道445号の全面通行止め発生状況
(小池高山IC～矢部IC並行区間)

写真

《現地状況写真》

資料：熊本県提供

10年間で
13回発生

○並行する国道445号では災害等により、過去10年間で13回の全面通行止めが発生。
平成28年に発生した熊本地震では、国道218号と国道445号の同時通行止めが発生。

○災害時における山都町－熊本市間の信頼性の高い道路ネットワークの機能強化を推進。

きゅうしゅう

のべおか

《平面図》

【防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保】



■国道３号植木バイパス・熊本北バイパスは、熊本都市圏の環状道路網の一部となり熊本市の交通混雑の緩和及び交通

安全性の向上等を目的とする道路。

■迅速かつ円滑な物流・人流を確保するため、補正予算の充当により、国道３号植木バイパスの改良工事・舗装工事及び国道３号

熊本北バイパスの舗装工事を推進することで、熊本西環状道路～須屋高架橋交差点間の令和４年度の開通を確実にし、地方を

支える産業等の生産性向上に寄与する道路ネットワークの整備を推進。

国道３号 植木バイパス・ 熊本北バイパス【直轄】 道路－１１

《位置図》

《路線位置図》

■地域産業の生産性向上を支援
《整備効果》

うえ き

うえ き くま もと きた くま もと

《諸元等》

【植木バイパス】
事業区間 ：熊本県熊本市北区植木町鞍掛

～熊本市北区四方寄町

延 長 ：５．６ｋｍ
全体事業費：３０８億円
Ｒ ３補 正：７．９億円

くま もと きた うえ き まち く ら かけ

くま もと きた よ も ぎ まち

▲ 自動車関連部品製造のサプライヤーの効率化

くま もと きた

うえ き

■広域交通ネットワークの形成

▲植木バイパス並行現道の渋滞状況

【未来を切り拓く「新しい資本主義」の起動】

く ま も と

くま もと きた

【熊本北バイパス】
事業区間 ：熊本県熊本市北区四方寄町

～熊本市東区新南部４丁目
延 長 ：７．６ｋｍ
全体事業費：８１４億円
Ｒ ３補 正：０．７億円（熊本県0.0億円、熊本市0.7億円）

くま もと きた よ も ぎ まち

くま もと ひがし しん な べ

▲熊本北バイパス事業中区間の渋滞状況

植木バイパス・
熊本北バイパス

Ｒ4年度開通予定
延長0.9ｋｍ（2/4）

植木バイパス
延長5.6ｋｍ

熊本北バイパス
延長7.6ｋｍ

Ｒ4年度開通予定
延長1.8ｋｍ（4/4)

す やくま もと にし

※旅行速度対象区間：国道3号植木バイパス並行現道・
熊本北バイパス事業中区間

資料：現況H31(ETC2.0プローブデータH31.4～R2.3:平日混雑時)
完成後(将来交通量推計結果)

zzzzzzz現況（H31） 完成後

▲ 旅行速度の変化

■交通混雑の緩和



■熊本天草幹線道路は、熊本都市圏と天草地域の交流・連携を強化し、天草地域の観光や農林水産省等の産業振興、

地域の活性化に大きな役割を果たすとともに、熊本市と県内主要都市を９０分で結ぶ「９０分構想」の実現に必要な

高規格道路。このうち、天草上島と下島を結ぶ「本渡道路」は天草瀬戸大橋前後区間の朝夕の慢性的な交通渋滞の解

消や、事故・災害時の代替路確保等を目的とした道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、国道３２４号

本渡道路の改良工事を実施することで、令和４年度の開通を確実にし、道路ネットワークの機能強化を推進。

道路－１２国道３２４号 本渡道路【補助】
【防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保】

ほ ん

《位置図》

本渡道路

熊本県

令和４年度
開通予定

《諸元等》

事 業 区 間 ：熊本県天草市港町～

天草市志柿町瀬戸上

延 長 ： １．３ｋｍ
全体事業費 ： ２０３億円
R  3 補 正 ： ７．８億円

あ ま く さ みなとまち

あ ま く さ し か き ま ち せ ど か み

《現地状況写真》

《整備効果》

・本渡道路の整備により交通渋滞の緩和と、ダブルネットワークを確保

《平面図》

本渡道路 延長１．３ｋｍ
R4年度開通予定

ほんど

あ まく さ せ と お おは し

主要渋滞箇所

天草瀬戸大橋

ダブルネットワーク化
写真①

写真②

至 上天草市至 天草市牛深町

至 上天草市

至 苓北町 ＜現状の課題＞

・天草瀬戸大橋が天草上島と下島を
結ぶ唯一の道路のため激しい渋滞
が発生

・天草下島は１橋に依存している状
況であり、災害発生時には代替路
が無く、救急搬送・災害支援に支
障が生じる恐れ

写真②

至 苓北町

至 上天草市 天草市役所

第3次救急医療機関

:第3次救急医療機関

:第2次救急医療機関

天草下島地区
天草上島地区

天草市役所 ⇔  第３次緊急医療機関
【整備前】：１１３分 → 【整備後】：１０６分

天草下島地区住民約
7.6万人が１橋に依存し
代替路が無い

本渡道路

797 808 747 713 652 

61 70 93 92 123 

858 878 840 805 775 
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1,000

H24 H25 H26 H27 H28

管外搬送
（その他医療機関）

第3次救急
医療機関

第３次救急医療機関
への搬送割合（H24=1.0）

▲ 天草地域の管外搬送件数の推移

（件）

あ ま く さ あ ま く さ あ ま く さ

あ ま く さ か み し ま し も し ま ほ ん ど

ほん ど

あ ま く さ

あ ま く さ

ほ ん ど

せ と お お は し

写真① 至 上天草市

至 苓北町

く ま も と

ど

・天草市から第３次救急医療機関までの時間を短縮



■三光本耶馬渓道路は、大分自動車道と東九州自動車道及び重要港湾中津港とを相互に連絡する高規格道路中津日田道路の

一部を構成し、物流の効率化及び広域観光の振興を支援するとともに、災害に強いネットワークの構築を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、国道２１２号三光本耶馬渓道

路の改良工事、トンネル設備工事等を実施することで、田口ＩＣ～青の洞門・羅漢寺ＩＣ間の令和５年度の開通を確実にし、道路

ネットワークの機能強化を推進。

国道２１２号 三光本耶馬渓道路 【直轄】
道路－１３

大分県

三光本耶馬渓道路

さ ん こ う ほ ん や ば け い

な か つさ ん こ う ほ ん や ば け い

《位置図》 《諸元等》 《整備効果》

な か つ ひ た

【防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保】

事 業 区 間：大分県中津市三光西秣
～中津市本耶馬渓町落合

延 長：１２．８ｋｍ
全体事業費： ５５６億円
Ｒ ３ 補 正：１９．８億円

なか つ さん こう にし まくさ

《路線位置図》

なか つ ほん や ば けい ちょう おち あい

さ ん こ う ほ ん や ば け い

た ぐち あお どう もん ら かん じ

写真①：R2.4 落石 写真②：H29.7 冠水

三光本耶馬渓道路
事業中

写真①
R2.4被災

E１０

１０

１０

213

387

500

：災害による全面通行止め ※１

本耶馬渓耶馬溪道路
R24.3開通

212

国道212号（事業中区間付近の並行現道）では
豪雨等により、路肩崩落等の災害が発生しており、
１年あたり約１０日間の全面通行止めが発生※１

田口IC～青の洞門・羅漢寺IC
R5年度開通予定

※１：H23～R2（１０年間）
の災害実績

国道212号の災害時の代替路として耶馬溪道路、
本耶馬渓耶馬溪道路、三光本耶馬渓道路が一体的に機能

212

212

写真③：R2.1 法面崩壊

写真②
H29.7被災

写真③
R2.1被災

耶馬溪道路
R3.2開通



道路－１４大分東九州自動車道 維持管理（防災・減災対策）【直轄】

《諸元等》《位置図》 《平面図》

《現状》 《対策イメージ》全景

■東九州自動車道は、福岡県北九州市を起点とし鹿児島県志布志市に至る全長約４３６ｋｍ(うち九州地方整備局管理延長

約１００ｋｍ)の高速自動車国道であり、第一次緊急輸送道路に指定。

■直轄国道の高架区間等を避難施設として活用するため、補正予算の充当により東九州自動車道大分県佐伯市蒲江地区に

おいて、 避難階段整備を実施することで、津波や洪水からの緊急避難場所を確保。

ふ く お か きたきゅうしゅう か ご し ま し ぶ し

お お い た さ い き か ま え

事業区間 ：大分県佐伯市

延 長 ：約３０ｋｍ

R ３ 補 正 ：０．１６億円
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【防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保】



 

  

    

  

  

 

 
 

 

  

■中津日田道路は、周防灘地方生活圏と日田玖珠地方生活圏の連携強化及び、大分自動車道、東九州自動車道及び重点

港湾中津港との連絡性の強化に資する約５０ｋｍの高規格道路である。日田山国道路は、災害による全面通行止め箇

所、冬期の凍結多発区間、道路防災点検要対策箇所及び線形不良箇所を回避することにより、生活圏の連携強化、大

分自動車道及び重点港湾中津港へのアクセス強化による産業の活性化を目的とした道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行確保するため、補正予算の充当により、日田山国道路の改良工

事を実施することで、道路ネットワークの機能強化を推進。

国道２１２号 日田山国道路【補助】
道路－１５

○地域産業の活性化を支える効率的な物流ネットワーク
の強化により物流輸送時間が３．５万時間/年減少

○災害、事故等に対する信頼性の高い道路ネットワーク
の形成

○高次救急医療施設へのアクセス向上により、中津市・
日田市にて第３次医療施設まで６０分で到達できない
人が４０％減少

《諸元等》

事 業 区 間 ：大分県中津市山国町大字

守実 ～日田市大字三和

延 長 ：８．８ｋｍ
全体事業費 ：３３８億円
R  3 補 正 ： ７．０億円

なか つ し やまくに

ひ た し み わ

なか つ ひ た す おう なだ ひ た く す

なか つ ひ た やま くに

ひ た や ま く に

積雪凍結事故発生状況 風水害による土砂流出状況

【防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保】

ひ た やまくに

写真① 写真② 写真③

風水害による土砂流出状況

写真②写真③

もり ざね

まち

中津港

《位置図》《平面図》

E10

（仮）三和ＩＣ

《現地状況写真》

《整備効果》

なか つ

写真①

至 中津市 至 日田市
至 中津市



■都城道路(Ⅱ期)は、高規格道路都城志布志道路の一部を構成し、九州縦貫自動車道宮崎線との結節による物流の効率

化を図るとともに、市街地の交通混雑解消及び沿道環境改善を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、国道１０号都城道路

(Ⅱ期)の改良工事を実施することで、令和６年度の開通を確実にし、道路ネットワークの機能強化を推進。

国道１０号 都城道路（Ⅱ期）【直轄】
みやこのじょう

みやこのじょう し ぶ し

《位置図》 《諸元等》 《被災状況等》

都城道路(Ⅱ期)

宮崎県

《効果》

《平面図》 ETC2.0プローブデータ（R2.4 ～R3.3） の混雑時旅行速度、都城道路は設計速度を用いて所用時間を算出

写真① 国道10号の道路冠水状況 写真② 救助活動状況至 志布志市

至 都城IC
撮影日：R1.7.1撮影日：H30.9.30

：R1大雨時
浸水エリア

○本路線の整備により、高次医療施設への搬送時間短

縮（約２７分⇒約１２分）が図られるとともに、搬

送時の揺れや振動も抑えられ、患者の安静な搬送が

期待される。

みやこのじょう

みやこのじょう

道路－１６

事 業 区 間：宮崎県都城市高木町

～都城市乙房町

延 長： ５．７ｋｍ
全体事業費 ： ２５８億円
Ｒ ３ 補 正：１２．５億円

みやこのじょう

おと ぼう ちょう

たか ぎ ちょう

みやこのじょう

▲『都城市郡医師会病院』
（H27.4月移転） 資料：都城市提供資料

※R2年度は新型コロナの影響もあり参考値

都城志布志道路の開通に伴い
周辺地域からの来院者数が増加傾向

都城道路Ⅱ期
R6年度開通予定区間
延長5.7km

【防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保】
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国道２２０号 日南・志布志道路【直轄】
道路－１７

《位置図》 《諸元等》

■日南・志布志道路は、地域観光の発展に寄与するとともに、木材輸送など産業活動を支援し、並行する国道２２０号
の縦断線形不良箇所や事故率の高い箇所等を回避する安全で円滑な高速ネットワークの形成を目的とする道路。

■迅速かつ円滑な物流・人流を確保するため、補正予算の充当により、国道２２０号日南・志布志道路の改良工事、
橋梁下部工事を推進することで、地方を支える産業等の生産性向上に寄与する道路ネットワークの整備を推進。

にち なん し ぶ し

【未来を切り拓く「新しい資本主義」の起動】
に ち な ん し ぶ し

にち なん し ぶ し

▲志布志港における木材(丸太)の輸出量推移

（万㎥）

宮崎県の杉丸太生産量は３０年連続日
本一で日南市・串間市は主な産地であ
り、志布志港から輸出

志布志

47.3

31%

細島

15.0

10%八代

12.6

8%

佐伯

11.3

8%

川内

9.7

6%

その他

55.1

37% R2年度
原木輸出量
151万ｍ3

全国の約31%
を占める

▲志布志港輸出割合

出典：貿易統計（R２年度）

▲日南方面～志布志港へ木材を輸送

出典：各年貿易統計
E78

志布志港 高速道路
自動車専用道路
国道

開通区間
事業中区間
調査中区間

杉丸太生産拠点
（串間市・日南市）

鵜戸神宮

道の駅なんごう

都井岬灯台

飫肥城跡

ダクリ岬
遊園地

志布志湾大黒
イルカランド

《路線位置図》

《整備効果》

▲木材を輸出（志布志港）

事 業 区 間：宮崎
みやざき

県日南
にちなん

市大字東弁分
ひがしべんぶん

 

       ～日南
にちなん

市大字平野
ひ ら の

 

鹿児島
か ご し ま

県志
し

布
ぶ

志
し

市志
し

布
ぶ

志
し

町
ちょう

帖
ちょう

 

～志布志
し ぶ し

市志布志
し ぶ し

町志布志
し ぶ し

 

延 長：   ６．９ｋｍ 

全体事業費：  ３１９億円 

Ｒ ３ 補 正： ２１．３億円 

（宮崎県:15億円,鹿児島県:6.3 億円） 
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事業区間：宮崎 (みやざき)県日南 (にちなん)市大字東弁分 (ひがしべんぶん)

　　　　　　　～日南 (にちなん)市大字平野 (ひらの)

鹿児島 (かごしま)県志 (し)布 (ぶ)志 (し)市志 (し)布 (ぶ)志 (し)町 (ちょう)帖 (ちょう)

～志布志 (しぶし)市志布志 (しぶし)町志布志 (しぶし)

延長：   ６．９ｋｍ

全体事業費：　 ３１９億円

Ｒ３補正： ２１．３億円

（宮崎県:15億円,鹿児島県:6.3億円）



■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を図ることで、災害時における緊急輸送道路の確保並びに安全で快適な通行空間の確保を図ると

ともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

宮崎１０号 電線共同溝【直轄】 道路－１８

○国道１０号 甲斐元地区電線共同溝

《諸元等》

事業区間：宮崎県都城市甲斐元町

～宮崎県都城市甲斐元町

整備延長 ：０．５ｋｍ（両側）

全体事業費 ：約１０億円

Ｒ３補正 ：１．６億円

甲斐元地区電線共同溝

《位置図》

至：宮崎市

か い も とみ や ざ き

みやこのじょうみ や ざ き

か い も と

みやこのじょう

か い も と

《現地状況》

至：鹿児島市

○整備の必要性

道路の地下空間を活用して電力
線、通信線等をまとめて収容

○電線共同溝とは

※工事着手前

〇道路上の電柱は、災害時の倒壊により道路を閉塞させるおそれが
有るほか、歩行者等の通行や良好な都市景観の形成の妨げとなる

＜電柱の倒壊による道路閉塞の事例＞ ＜飛来物による電柱倒壊の事例＞ ＜歩行の支障となる電柱の事例＞

【防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保】

《路線位置図》

国道１０号
甲斐元地区電線共同溝

都城駅

都城市役所

至：鹿児島市

写真

西都城駅

至：宮崎市

整備
済

整備済

整備中

凡 例

10



国道３号 阿久根川内道路【直轄】
道路－１９

鹿児島県

あ く ね せ ん だ い

≪位置図≫

阿久根川内道路

≪諸元等≫

事 業 区 間：鹿児島県阿久根市鶴川内

～薩摩川内市水引町

延 長： ２２．４ｋｍ

全体事業費：１，０５０億円

Ｒ ３ 補 正： １６．３億円

あ く ね つるがわうち

さつま せんだい みずひきちょう

■阿久根川内道路は、南九州西回り自動車道の一部を構成し、九州西部の地域経済の活性化及び高速定時制性の確保を

目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、国道３号阿久根川内

道路の改良工事、橋梁下部工工事を実施することで、道路ネットワークの機能強化を推進。

≪路線位置図≫
あ く ね せんだい

阿久根川内道路 延長22.4kmか
ご
し
ま

あ

く

ね

つ
る
が
わ
う
ち

鹿
児
島
県
阿
久
根
市
鶴
川
内

か

ご

し
ま

さ
つ
ま
せ
ん
だ
い

み
ず
ひ
き
ち
ょ
う

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
水
引
町

あ く ね

阿久根IC

にしめ

西目IC （仮称）

おおかわ

大川IC （仮称）

ゆ だ にしかた

湯田西方IC（仮称）

さつませんだいみずひき

薩摩川内水引IC

あ く ね せん だい

至 出水市

あ く ね せん だい

【防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保】

凡 例

高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

防災課題箇所
（道路法面・盛土等）

防災課題箇所
（津波・越波）

事業中区間

≪整備効果≫

至

鹿
児
島
市

■災害時の避難路、緊急輸送道路を確保

災害時の避難ルート

写真①：法面崩壊状況

×

×

×

(仮)西目ＩＣ

(仮)大川ＩＣ

(仮)湯田西方ＩＣ

薩摩川内水引ＩＣ

に し め

おお かわ

ゆ だ にし かた

みずひきさ つ ま せんだい

阿久根ＩＣ
あ く ね

①

阿
久
根
川
内
道
路

km

あ

く

ね

せ
ん

だ
い

延
長

22.4

川内原子
力発電所

×
×

×

写真撮影箇所

及び撮影方向
①凡 例

津波浸水想定範囲箇所
防災点検要対策箇所
通行規制実績（10年間）

※平成23年～令和2年

写真②：大雨による冠水状況

出水ＩＣ
いず み

②

③

高尾野北ＩＣ
たか お の きた

野田ＩＣ

阿久根北ＩＣ

の だ

あ く ね きた

写真③：大雪による混雑状況

××

×

×××

×

×
××



国道２２０号 益丸自歩道整備事業【直轄】 道路－２０
ます まる

【未来を切り拓く「新しい資本主義」の起動】

写真①

■当該箇所は、地元の小学校の通学路として指定されているが、狭小歩道が存在するために歩行者等の安全が確保され
ておらず、関係機関等によるＲ３通学路点検において、対策必要箇所とされている。

■本事業において、既設歩道の拡幅をすることにより、歩行者の安全な通行を確保するものである。

《位置図》 《現地状況写真》

《平面図》

事 業 区 間

延 長
Ｒ ３ 補 正

：鹿児島県曽於郡大崎町益丸

： １．５ｋｍ
： ０．８億円

そ お ぐん おお さき ちょう ます まる

《計画横断図》

《諸元等》

至 鹿屋市

至 志布志市

至 志布志市
し ぶ し

事業箇所

至 鹿屋市
かのや

益丸自歩道整備 延長１．５ｋｍ

工事予定（Ｒ３）補正

ますまる

し ぶ し

かの や

①

凡 例凡 例

通学路

3.50
14.00

8.00
3.250.75 3.25 0.75

2.50

0.22

1.28 3.33 3.34

10.75

2.58

（単位：ｍ）

（単位：ｍ）

現況

計画

自
歩
道

歩
道

歩
道

歩
道

路
肩

路
肩

至 大崎小学校



■国道３号は、福岡県北九州市を起点とし鹿児島県鹿児島市に至る全長約４７０ｋｍの主要幹線道路であり、

第一次緊急輸送道路に指定。

■豪雨時、通行止が長期化する渡河部の橋梁流失等の災害リスクがあると判断された国道３号下井手橋において、

洗堀防止対策工等の洗堀・流失対策を実施することで、豪雨による災害発生の防止を図る。

道路－２１鹿児島３号 維持管理（防災・減災対策）【直轄】

《諸元等》《位置図》 《平面図》

《現状》 《対策イメージ》全景 近景 洗掘箇所

し も い で ば し

ふ く おか きたきゅうしゅう か ご し ま か ご し ま

事業区間 ：鹿児島県出水市

～鹿児島県鹿児島市

延 長 ：約１４７ｋｍ

R３ 補正 ：２．９億円
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【防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保】

か ご し ま

いずみ
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